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ト ピ ッ ク ス
機械的負荷
顎関節とその周辺部に様々な機能障害 を生 じる
いわゆる顎関節症 は,様 々な要因により発症 し,
その発症の要因には,外傷性咬合異常,炎 症の波
及,筋 肉性,神 経性,心 因性 などが分類 されてい
























点から,ラ ッ トの上顎片側臼歯 を抜歯 し,特定の
期間の後,顎 関節にどのような変化が起 こるのか
を組織学的および免疫組織化学的に検討 しました。
結果 として,抜 歯 を行った側の顎関節は実験3日
後から顎関節表層の軟骨層に菲薄化が認め られま
した。 また,抜 歯 を行った側の反対側の顎関節で
は,実験7日 後に軟骨層の肥厚化が認められまし
た。興味深 いことに,そ の後,実 験14日目には,
抜歯 を行った側,ま たその反対側の顎関節の軟骨
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層は適応性の変化として,そ の厚 さが抜歯 を行っ
ていない対照群 とほぼ同様 となりました。 もちろ





















様 々な細胞 に対 して様々な影響を与えていると言
えます。近年,イ ンプラント治療 も進歩 し,骨増
生術(GBR)も 行われ るよ うになって きま した。
しかし,骨増生術後,骨 吸収が起こることは確か
です。 これにも骨組織に対する機械的負荷が関与
しているのではないか,骨 を維持す るためには,
その部分に対応 した機械的負荷が重要ではないか
ということも考 えられています。 これら臨床的な
ことも含め,今,我 々は骨 あるいは軟骨と機械的
負荷に関する様々な研究 を行っており,機械的負
荷が骨および軟骨組織にどのような影響を与 える
かについて,ま たその影響の分子生物学的な反応
について,今 後様々なことが明 らかになっていく
ことを考えると,興味はつきません。
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